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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  可児高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和７年６月２５日（水） １４：００～１６：００ 

 

３ 開催場所  可児高等学校会議室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

         

４ 参 加 者  会 長  奈良 隆夫  可児高校ＰＴＡ会長 

                副会長  佐野 政紀  可児市立蘇南中学校長 

                委 員  橋本 和彦  可児市商工会議所員 

石村 真梨乃 可児市役所商工振興課主査 

菰田 さよ  可児市国際交流協会職員 

杉浦 浩子  岐阜医療科学大学看護学部学科長（欠席） 

野村 次郎  総合型地域スポーツクラブＦＣＶ 理事長 

山口 伸行  坂戸地区自治会長 

髙木 博光  坂戸地区副自治会長（欠席） 

 

              学校側    川地 晃正  校長 

山田 哲志  教頭 

金子 香織  事務長 

田之本麻衣子 教務主任 

水谷 賢司  生徒指導主事  

淺野 太一  進路指導主事 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 令和７年度教育指導の重点及び学校経営計画について 

（２） 学校行事等について 

（３） スクール・ミッションの達成に向けて（委員を２グループに分割して協議） 

① 探究的な学びとスクール・ミッションとの関わりについて 

意見１：授業ではペアワークを取り入れ、活発に意見交換する生徒が印象的である。 

     意見２：理系の授業ではペアで「問いかけ役」と「答え役」で進行していたが、役割を 

決めた取組みは楽しそうに授業を受けていた。 

     意見３：少人数授業、習熟度別授業、タブレット活用など、自身の頃とは異なる授業展

開が印象的である。現在の授業は机列を工夫することで、対話を用いた授業が

しやすい雰囲気を整え、工夫を凝らしている。費用はかかるが、今後は施設や

教材等のハード面のアップデートが必要となってくる。 
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意見４：私立高校授業料無償化の広報を見た。施設が充実している私立高校に人気が集

まる可能性がある。今後はパソコン等ＩＣＴ機器を活用した授業にさらに活発

に取組んでもらいたい。 

意見５：パソコンを使った授業は、教員の負担が大きいのではないか。 

⇒それほど授業準備は大変ではない。教員同士で資料等教材を共有しながら進

めている。 

 

② 特別活動とスクール・ミッションとの関わりについて 

意見１：現在はひとりの生徒に対して多数の求人が来る売り手市場である。人事部から 

は「部活動を３年間頑張った生徒が欲しい」と言われ、企業は逞しさや、やり 

抜く力を求めている。目的意識をもって進路選択ができるようにするために勉 

強だけでなく学校の特別活動で色々な体験をさせてもらいたい。 

意見２：生徒会や部活動といった生徒間における上下のつながりや、役職における責任 

感がリーダー育成や人材育成につながる。一層の活動の活性化を期待する。 

意見３：収益や損得を度外視できる高校時代の特別活動は、スクール・ミッションを進 

める上で大切な活動である。数年後の就職活動で「勉強以外で何を頑張った 

か」という面接官の問いに、自信を持って答えることのできる活動に繋がるこ 

とを期待する。 

意見４：屋外で開催されてきた体育祭を屋内開催にするか否かの会議の際に、生徒会長 

から「挑戦しようじゃないか」という声があったと聞いている。生徒同士の繋 

がりは特別活動で生まれる。今後も生徒を中心にしっかり取り組んでもらいた 

い。 

学校より：中学校では部活動が地域移行している。高校では教員が求める目標に向けて 

活動する在り方と、生徒が求める部活動の在り方にギャップがあると感じる。 

意見１：部活動は上下関係を学ぶ大切な機会である。縦の関係を知っていることは必要 

である。 

意見２：部活動を含む特別活動を多く経験した生徒は、人に教えたり自身が成長する能 

力も高いと思われる。 

⇒今後もリーダーシップ性や主体性のある人材育成のために、部活動や特別活 

動に注力する。 

 

６ 会議のまとめ 

     スクール・ミッションの達成に向けて、委員それぞれの立場から多くの意見を得た。部 

活動や体育祭等の学校行事の充実を図り、地域から期待され社会を支えることができるリ 

ーダーの育成を目指す。 

また、第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の学校経営計画を踏まえた学校運営 

基本方針について承認が得られた。 

 


